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九
年
九
月
廿
五
日
被
昌
仰
出
一
同
十
年
新
屋
敷
家
作
出
来
.
十
月
廿
五

日
引
移
、
十
一
月
十
日
元
屋
敷
雨
所
共
義
上
e

と
あ
り
。
夫
れ
よ
り
代

々
石
引
町
の
居
第
に
居
住
し
‘
十
四
代
議
十
郎
祭
滋
の
時
、
明
治
二

年
各
十
一
月
兵
隊
の
屯
所
と
成
る
に
付
、
十
二
月
退
去
す
と
云
ふ
。

按
や
る
に
‘
元
総
十
年
よ
り
明
治
二
年
に
至
り
、
年
臆
凡
そ
百
七
十

三
年
な
り
。
右
は
明
治
二
年
十
月
廿
四
日
義
十
郎
築
滋
よ
り
、
卸
今

之
時
勢
柄
若
し
御
用
候
は
ど
可
a
指
上
-
皆
.
藩
侯
へ
情
願
有
v
之
に
付

き
、
同
年
十
一
月
十
九
日
大
除
屯
所
に
可
ν
被
v
致
皆
命
あ
り
。
依
v
之

十
二
月
八
日
退
去
.
十
八
日
に
家
屋
共
の
値
引
渡
し
た
り
。
然
る
に

康
器
低
燃
の
後
.
陸
軍
省
替
所
の
分
轡
と
成
り
た
り
し
が
、
途
に
家

屋
を
段
ち
た
り
。

O
奥
村
伊
猿
守
一
氷
穏
健

奥
村
氏
は
、
前
田
家
創
業
以
来
の
哲
士
に
て
、
野
岡
山
墳
墓
地
K
建

て
た
る
碑
文
民
云
ふ
。
奥
村
氏
d

姓
平
。
共
先
花
=
筑
陽
吋
一
誠
=
繭
宮
氏
吋

世
矯
且
前
回
民
家
臣
↓
…
従
=
前
岡
氏
-
自
ν筑
遜
v
浪
e

自
ν
浪
遜
v
尾
e

食
品
采
於

尾
之
奥
村
邑
吋
一
途
以
震
v
氏
e

と
記
載
す
。
按
守
る
に
、
臭
村
と
云
へ

る
地
は
尾
張
圏
中
島
郡
に

τ‘
荒
子
古
城
跡
の
傍
に
奥
村
助
右
衛
門

第
跡
及
び
奥
村
正
清
と
云
ふ
λ
の
古
墳
あ
る
よ
し
‘
荒
子
古
蹟
捜
索

金
滞
古
蹟
志
血
管
九

四

一
年
五
月
能
登
末
森
の
城
主
に
命
ぜ
ら
れ
‘
嫡
男
助
十
郎
・
二
男
叉

十
郎
父
子
三
人
同
選
に
て
令
a
入
部
-
と
、
可
児
才
械
の
誓
文
日
記
・
小

潮
太
閤
記
に
記
載
し
、
利
家
卿
金
津
入
城
の
初
め
よ
り
末
森
に
在
披

せ
ら
れ
ι

二
代
河
内
守
柴
明
元
和
六
年
の
頃
今
の
粂
六
闘
の
地

K
居

第
を
賜
は
り
た
り
。
閥
屋
政
棒
古
兵
談
に
‘
元
和
九
年
十
二
月
十
八

日
奥
村
河
内
屋
敷
出
火
、
御
披
中
以
の
外
騒
動
、
火
移
る
や
う
に
見

b
た
り
と
云
々
。
奥
村
譜
に
は
、
元
和
九
年
四
月
金
津
居
宅
焼
失
.
子
v

時
定
家
卿
之
小
倉
山
挺
色
紙
"
平
乗
盛
歌
一
枚
及
杉
丈
木
一
千

Ta

賜
v
之
.
寛
永
八
年
四
月
十
四
日
金
津
居
宅
亦
焼
失
e

所
v
停
口
・
宜
井
家

財
・
武
器
・
文
書
悉
焼
亡
.
所
v
磁
拝
領
之
定
家
卿
色
紙
耳
。
と
あ
り
て
‘

右
の
居
宅
は
即
ち
妓
六
闘
の
地
に
あ
り
し
居
第
た
り
。
然
る
に
六
代

伊
強
守
有
輝
の
時
、
元
秘
丸
年
命
に
依
っ
て
是
ま
で
の
居
第
を
退
去

し
、
石
引
町
の
下
屋
敷
へ
移
締
し
‘

A
A
よ
り
世
々
愛
に
居
住
た
り
。

三
州
志
来
因
概
魔
附
脇
陣
K
-
Z
ふ
。
最
前
の
第
地
を
官
地
に
命
ぜ
る

は
、
元
総
九
年
九
月
廿
五
日
訟
れ
ど
も
、
上
り
地
と
成
る
は
翠
十
年

十
一
月
也
。
歩
数
三
千
八
百
四
十
歩
井
に
倉
屋
敷
歩
数
千
九
百
四
十

九
歩
三
尺
三
寸
、
此
の
内
四
百
五
十
一
歩
五
尺
ニ
寸
鯖
地
共
に
上
る

と
あ
り
。
奥
村
家
記
に
は
‘
居
屋
敷
・
倉
屋
敷
共
御
用
地
之
皆
.
元
総

記
に
見
b
た
り
。
尾
張
名
所
国
舎
に
、
愛
智
郡
荒
子
村
観
音
寺
に

侮
来
せ
る
具
足
一
領
・
同
位
牌
あ
り
。
獲
に
永
総
八
年
乙
未
十
二
月

八
日
願
主

E
滑
と
あ
り
。
と
載
せ
た
り
。

E
清
は
奥
村
氏
の
組
先
な

る
べ
し
。
彼
の
正
系
闘
に
云
ふ
。
共
先
住
設
紫
繭
位
吋
世
第
福
岡
氏

之
家
臣
吋
蟹
a
前
問
民
主
膳
正
均
時
電
=
居
尾
州
吋
奥
村
氏
辞
之
来
=
尾

州-怠〈
e

世
次
遺
失
-
日
共
名
↓
永
稿
祖
父
長
右
衛
門
"
仕
a
前
問
縫
殿
助
利

勝
公
↓
一
父
助
左
衛
門
，
父
子
相
織
仕
昌
利
勝
公
吋
後
改
昌
披
利
春
公
一
伊
強

内
出
回
@
}

守
永
縞
尾
州
清
洲
産
也
d

奮
伊
助
右
衛
門
吋
初
詩
家
縮
.
以
且
共
先
佳
品

筑
紫
縮
住
吋
改
ν
宮
骨
伊
縮
ω

不
=
敢
一
志
-Kハ
組
-
也
.
共
後
漣
昌
将
軍
家
稀
吋
改
a

家
宇
-
篇
，
a
永
縞
吋
と
あ
り
。
永
縞
は
、
利
家
卿
の
父
君
縫
殿
助
利
春
君

島
よ
ぴ
御
兄
磁
人
利
久
君
に
腰
仕
す
と
い
へ
ど
も
、
幼
少
に
て
父
に

別
れ
‘
利
春
君
及
び
蜜
家
共
の
孤
濁
を
憐
み
寵
愛
せ
ら
れ
‘
成
長
後

磁
人
利
久
君
陀
奉
仕
す
。
弘
治
二
年
利
久
君
病
身
赴
る
を
以
て
、
信

長
公
利
久
の
弟
利
家
を
し
て
前
回
家
の
統
を
織
が
し
め
ら
れ
、
尾
州

荒
子
披
を
賜
は
り
た
り
。
利
家
卿
卸
ち
信
長
公
の
御
敏
替
を
持
参
し

て
、
荒
子
披
陀
赴
き
給
へ
り
。
子
ν
時
利
久
君
鷹
狩
の
た
め
他
出
せ
ら

れ
、
永
踊
留
守
た
り
。
永
繭
目
く
‘
利
久
の
直
書
を
見
宇
ん
ぽ
渡
す

ま
じ
と
、
城
中
を
堅
固
に
守
り
渡
さ
ど
り
し
故
に
、
利
久
の
直
書
を

四
七




